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政
治
・
行
政

藤
ふじわらの

原　純
す み

友
と も

（生年不詳～941）

　平安時代中期の官吏。海賊。大
だざいの

宰 少
しょう

弐
に

・藤
ふじわらの

原良
よし

範
のり

の子。ま
た伊

い

予
よの

前
ぜん

司
じ

・高
たか

橋
はし

友
とも

久
ひさ

の子で良範の養子となったとする説もあ
る。伊予国に伊

い

予
よの

掾
じょう

となって赴任したが、任終了後も京に戻
らず日

ひ

振
ぶり

島
じま

（現、宇和島市）を拠点に海賊の首領となり瀬戸内海
全域に勢力をのばした。承平６（936）年、朝廷は、紀

きの

淑
よし

人
ひと

を伊
い

予
よの

守
かみ

に任じ追
つい

捕
ぶ

使
し

として派遣、海賊らに衣食を与え農業に従事
させるという懐柔策をとり、純友にも海賊追捕の宣

せん

旨
じ

を出して
海賊勢力の分断を図ろうとした。しかし３年後の天

てん

慶
ぎょう

２（939）
年、関東での 平

たいらの

将
まさ

門
かど

の乱とほぼ同時に、淑人の制止を聞かず
に海賊に立ち戻り、備

びぜ

前
んの

介
すけ

・藤
ふじわらの

原子
さね

高
たか

らの一行を摂
せっ

津
つ

国須岐
駅（現、兵庫県芦屋市周辺）で襲って再び瀬戸内海一帯で反乱を
起こした。翌天慶３（940）年２月、朝廷は純友に従

じゅ

五
ご

位
い

下
げ

の位
階を授けて懐柔策をとったが、同年、平将門の乱が平定され

ると翌年２月、本格的な討伐に乗り出した。朝廷は、小
お

野
の

好
よし

古
ふる

を長官、 源
みなもとの

経
つね

基
もと

を次官として追
捕使に任じて討伐にあたらせ、純友の軍は紀

き

伊
い

国（現、和歌山県と三重県南部）、安
あ

芸
き

国（現、広
島県西半部）、周

す

防
おう

国（現、山口県東部）などを襲うがしだいに追い詰められ、天慶４（941）年５
月、大

だ

宰
ざい

府
ふ

（対外防備及び九州を総官するために現在の福岡県太宰府市に置かれた役所）を襲
撃するが討伐軍に敗れて四散する。純友は、かろうじて本拠地の伊予に逃げ帰ったが６月、警

けい

固
ご

使
し

・ 橘
たちばなの

遠
とう

保
やす

に討たれた。
　純友の乱はわずか２年たらずで終息したが、平将門の乱とともに武士の時代の到来を予感させ
るものであった。

略 歴
承平６（936）年　　　　 　紀淑人を伊予守に任じ追捕使として派遣、純友ら海賊への懐柔策をとる。
天慶２（939）年　　　　 　藤原子高らの一行を摂津国で襲って再び瀬戸内海一帯で反乱を起こす。
天慶３（940）年　　　　 　朝廷より従

じゅ

五
ご

位
い

下
げ

の位階を授ける。
天慶４（941）年２月　　 　朝廷が本格的な純友討伐に臨む。
　　　　　　  ５月　　 　大宰府を襲撃
　　　　　　  ６月　　 　橘遠保に討たれる。
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